
 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 0 日 

道 路 局 国 道 ・ 技 術 課 

国土技術政策総合研究所 

 

 

道路をよりよくするための技術研究を新規に３件採択します 

～「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」募集の審査結果について～ 

 

令和８年２月 20 日に開催した第 56 回新道路技術会議において、令和８年度から３年以

内で道路政策の課題の解決を目指す研究課題を審査し、新たに３件を採択しました。 

 

国土交通省道路局では、「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合し、道路政策の

質を一層向上させるため、平成16年 10月より新道路技術会議（委員長：那須 清吾 高知工

科大学 経済・マネジメント学群 教授）を設置しています。 

 

令和７年９月19日から令和７年10月 31日まで、令和８年度から取り組む技術研究開発

の募集を実施したところ、８件の応募がありましたが、新道路技術会議による審査の結果、

別紙の３件を採択しました。 

 

今回採択された各研究課題は、新道路技術会議での審査内容に基づき、実施内容の調整等

を行った上で、令和８年度の技術研究開発を進めていただくことになります。 

 

会議内容の詳細は、国土交通省道路局「道路政策の技術研究開発」のウェブサイトに掲載

しています。 

（国土交通省ＨＰ:https://www.mlit.go.jp/road/tech/council/kako.html)  
 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

（新道路技術会議について） 

道路局国道・技術課 本村、東川（内線37862、37866） 

（代表）03-5253-8111、（直通）03-5253-8498 

（採択課題について） 
国土技術政策総合研究所 小林、上仙（内線3612、3312）  

（代表）029-864-2211 

  

 



別 紙 
 

「新道路技術会議」による審査の結果、採択された研究（研究テーマ名と応募時の提案概

要等）は、以下のとおり。 
 

＜ソフト分野＞ 
 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 

 
移動するドローンによる広域交通状態推定についての技術研究開

発 

川崎 洋輔 

（日本大学） 
提案概要 

本研究では、道路に沿って飛行するドローン映像により、車両の 

走行状態を推定することで、既存センサーの未観測領域を補完す 

る。あわせて、各種センシングデータを交通流モデルに同化させる

ことで、発災時の面的な交通状態をリアルタイムに推定する技術

開発に取り組む。 

 

 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
高速道路の車種区分の設定と車種別料金の算定方法についての

技術研究開発 

味水 佑毅 

（流通経済大学） 
提案概要 

高速道路の車種区分は、1989 年の改定以来、変更されておら

ず、受益・原因と負担の乖離が生じている。一方で、高速道路は

更新という新たな課題に直面している。 

本研究では、これらの課題に対処すべく、長期的な視座に立ち、

高速道路の料金理論の検討と諸外国の事例の調査を通じて、効 

率的かつ社会的にも受容可能な車種区分の設定と車種別料金の 

算定方法を提案する。また、あわせて車種別料金の試算と交通量 

への影響評価もおこなう。 

 

＜ハード分野＞ 

 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 

可搬型中性子源システムによるPCグラウト充填不良及びアス 

ファルト舗装内部層間滞水の非破壊3D計測・3D可視化につい

ての技術研究開発 
大竹 淑恵 

（国立研究開発法人

理化学研究所） 
提案概要 

本研究では、PC グラウト充填不良及びアスファルト舗装内部

の層間滞水の「程度」「広がり」「深さ」を非破壊 3D 計測かつ

3D 可視化する中性子計測技術を研究開発し、世界初となる可搬

型中性子源システムでの屋外現場計測を実現する。 

 

今回採択された各研究課題については、新道路技術会議での審査内容に基づき、実施内容の調整等を行

った上で、令和８年度の技術研究開発を進めていただくことになります。 


